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樹状柱の形態と表出形式からみる架構表現

　　
奥山研究室　17B13156　福原　拓未（FUKUHARA,Takumi）

1. 序　　枝分かれした形態を持つ柱（以下、樹状柱）は、
その力学的特性だけでなく、樹木を想起させる特徴的な
形態から様々なかたちで多くの建築作品に用いられてい
る。例えば、篠原一男による「谷川さんの住宅」では、
柱の両側に方杖がついた単純な樹状柱が、天井面と対比
的に表れることで平滑で抽象的な空間が表現され、一方
で松田平田設計の「埼玉工業大学ものつくり研究セン
ター」では、複雑に分岐した柱が天井架構と連続するこ
とで樹木の下にいるかのような空間が表現されている。
そこで本研究では、樹状柱が用いられた日本の建築作品
1) を資料とし、樹状柱の形態と表出形式を検討すること
で、架構による空間表現の一端を明らかにすることを目
的とする。
2. 樹状柱の形態　　
2-1. 樹状柱の分岐表現　　分析例（図１）では、柱の
垂直部分から４本の方杖が３次元的に広がる形態が見ら
れる。ここでは樹状柱の形態について、まず力学的な支
持方法の観点から、通し柱の有無と斜材の平面での展
開方向を検討し、AからDに分類した（図２）。２次元
方向（以下［２次元］）では通し柱有りが多く、３次元
方向（以下［３次元］）では通し柱無しが多くみられた。
次に樹状柱の形態の複雑性の指標として分岐数を図３の
ように整理した。
2-2. 樹状柱の分節表現　　さらに、樹状柱の垂直材と
斜材の仕上材や断面形状の違いによって柱の上下の分節
を強調する表現がみられたため、分節の強調表現として
その有無を全ての資料で検討した（図４）。
3. 樹状柱の表出形式　　本章では、樹状柱が空間の中

にどのように表れるかを表出形式として検討する。まず
樹状柱の配列を検討し、【独立】【線状】【面状】に分類
した（図５）。次に、架構が天井面の架構に連続するよ
うに表現されているか否かを、天井面の架構の露出の有
無から検討した（図６）。さらに樹状柱のある空間の外
殻について、外殻と床面が接地していない場合、見かけ
上の樹状柱による天井面の支持がより強調されるものと
捉え、地面との接地性から検討した（図７）。
4. 樹状柱の形態と表出形式からみる架構表現
　以上で検討した樹状柱の形態と表出形式を表に整理し
た。ここでは樹状柱の支持形式と天井面の架構の露出の
有無によりA-1 から D-2 の計８パタンを位置付けた。
　Aは通し柱がなく［２次元］のもので、天井面に架構
が表れない A-1 は【独立】が半数を占め、分岐が全て
２の Y型の樹状柱であった。これらは単純な形態の樹
状柱が空間の中で象徴的に表現されたものであるといえ
る。一方、天井面に架構が表れる A-2 は【線状】が大
半を占め、これは線状に樹状柱が並ぶことで架構の反復
性や方向性が強調されたものといえる。
　Bは通し柱が有り、［２次元］のもので、B-1 および
B-2 ともに【線状】が大半を占める。これは通し柱およ
び斜材が直線上に並ぶことから、架構の方向性が強い
形態と考えられる。ここで天井面に架構が表れない B-1
については、樹状柱の配列において壁面にも柱型として
樹状柱が現れるもの（L'、P'）が３資料みられた。これ
らは全て住宅であり、小さなスケールの建築においても
樹状柱による架構の連続性や広がりを表現しようとする
事例といえる。Lc の配列も３資料みられ、これらは樹



状柱が空間の中心軸上に位置づく象徴的なエレメントと
して表現された事例といえる。天井面に架構が表れる
B-2 については、全ての資料において柱の分節表現がみ
られないことから、樹状柱と天井架構とが一体となった
表現がなされていることが読み取れる。また【面状】も
少数であるがみられ、ここでの樹状柱は小屋組のように
架構性の高い表現となっている。　Cは通し柱がなく［３
次元］のものであり天井面の架構が表れない C-1 では
樹状柱の形態の分節が強調されるもの（表中、▼）が半
数以上を占めた。これらは樹状柱下部の垂直材、上部の
斜材、天井にいたるまで、エレメントそれぞれの分節性
が高い表現といえる。一方で、配列についてはそれぞれ
均等にみられた。天井面に架構が表れるC-2では【面状】
が多く、また外殻の接地性が一部あるいは全面ではない
もの（表中、□または−）が多い。これらは３次元方向
に斜材が広がる樹状柱による構造的な自由度から配列が
面状に展開するものと考えられ、さらに通し柱という床
面と天井面を直接結びつけるエレメントを用いないこと
で、外殻の浮遊感をさらに演出したものであるといえる。
　Dは通し柱が有り、［３次元］のもので、D-1、D-2
で顕著な違いはみられなかったが、分岐数が５以上のも
のは架構露出有りのD-2 に多くみられた。これは複雑
に分岐した樹状柱が天井架構と連続することで樹木の形
態をより直接的に表現したものであるといえる。
　年代的特徴について検討すると、Aでは 2000 年以降
のものが多く（8/13）、一方で 1980 年より前のものが
Bに集中してみられることから、同じ２次元展開であっ
ても通し柱があるものが樹状柱の原型であることがわ
かる。Cでは年代に偏りはみられず、Dでは 00 年以降
のものが半数以上を占め（30/53）、その内半数近くが
（12/30）が分岐数が５以上のものであった。
5. 結　　以上本研究では、樹状柱の形態と、表出形式
との関係から架構表現を検討した。その結果、樹状柱が
より複雑になるにつれ、単純な形態ではみられた通し柱
の有り無しによって生じる違いがみられなくなった。ま
た分岐数が多い樹状柱が天井面と連続し樹木のような表
現がなされるものは近年増えており、一方で象徴的に扱
う作品は減少していることが分かった。
注１) 本研究では、独立柱であり２方向以上に広がりがみられる柱を樹状柱と定義し、
新建築 1953 年から 2020 年 12 月号までに掲載されたものから樹状柱と天井面の接続面
が図面や写真から読み取れ、尚且つ各建築作品における主要な諸室に樹状柱が扱われて
いる作品 157 点を対象とする。なお１つの作品で性格の異なる樹状柱が用いられている
ものは別として扱う。（述べ 164 点）

55 
92 
45 
97 
9-2 
102 
117 
41 
115 
112 
52 
149 
99-2 
152 
35 
44 
10 
11 
6 
9-1 
49 
7 
85 
110 
146 
4 
5 
17 
54 
142 
2 
16 
14 
18 
139 
51 
3 
8 
135 
141 
148-1 
148-2 
47 
36 
40 
65 
56 
120 
74 
75 
13 
53 
66 
132 
27 
105 
88 
114 
69 
129 
116 
104 
50 
136 
64 
25 
60 
76 
83-2 
89 
37 
46 
73 
113 
80-1 
122 
81 
82 
43 
80-2 
68 
19 
118 
31 
62 
101 
111 
131 
144 
48 
58 
124 
94 
107 
108 
138 
84-1 
99-1 
121 
21 
24 
78 
87 
95 
155 
59 
33 
130 
91 
93 
72 
63 
125 
39 
133-2 
79 
156 
32 
34 
61-2 
157 
86 
23 
103 
100 
71 
15 
154 
29 
153 
61-1 
20 
26 
28 
57 
128 
98 
134 
1 
22 
106 
42 
70 
133-1 
150-2 
67 
123 
150-1 
96 
143 
90 
109 
126 
140 
12 
137 
30 
119 
127 
38 
147 
151 
145 
77     

I
I
I
I

Lc
P
P
L
L
L
Lc
Lc
P
L
L
L
L'
L'
Lc
Lc
Lc
P'
L
L
L
L
L
L
L
L
L'
L'
Lc
Lc
Lc
P
P
P
P
P
I
I
I
I
I
L
L
L
L
L
L
L
L
Lc
P
P
P
P
P
P
P
P
P
I
I
I
I
I
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
Lc
Lc
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
I
I
I
L
L
L
L
L
L
L
L
Lc
P
P
P
P
P
P
P
I
I
I
I
I
I
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
Lc
Lc
Lc
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P"

△
△
△
△
△
▼
△
▼
△
△
▼
△
△
△
△
△
△
△
△
△
▼
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
△
▼
△
▼
▼
▼
▼
△
△
▼
△
△
▼
▼
▼
△
▼
▼
▼
▼
△
△
▼
▼
▼
▼
△
▼
△
△
▼
▼
△
△
△
△
▼
▼
△
△
△
△
△
▼
△
△
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
△
▼
▼
△
△
▼
△
▼
▼
△
△
△
△
△
△
△
▼
△
△
△
▼
△
△
△
△
▼
▼
▼
▼
△
△
△
△
▼
▼
△
△
▼
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
▼
△
△
△
△
△
▼
△
▼
△

×
×
×
×
×
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
×
×
×
×
×
×
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

–
□
□
■
■
□
■
□
□
■
–
□
□
–
□
■
■
■
■
■
■
■
–
□
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■

■
■
■
■
ー
□
□
□
□
□
■
■
■
– ↑
□
□
□
□
□
■
■
■
–
–
■
■
■
–
–
–
–
–
–
□
□
□
□
□
■
□
■
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
–
□
□
□
□
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
–
– ↑
–
□
■
■
■
■
■
–
–
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
–
–
–
–
□
□
□
□
■
■
■
□
■
■
–
–
– ↑
–
–
–
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

2
2
2
2
2
2
2
2
6
2
4
2
2
2
2
4
2
2
2
2
4
2
2
2
4
2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
5
3
3
4
8
4
3
4
4
4
10
4
4
4
4
4
4
4
4
18
4
12
6
16
12
4
24
18
4
4
4
4
4
12
3
4
4
4
8
4
6
4
3
3
3
4
4
4
4
4
4
8
10
10
10
10
8
4
4
4
4
4
4
4
4
4
10
5
6
4
8
16
2
3
4
2
2
2
2
4
2
4
4
14
4
4
4
5
4
4
4
4
8
12
3
4
6
6
3
3
4
6
4
4
16
3
4
8
4
4
8
5
8
15
2
3
4
4
4
4
4
8
6
4

☆
★
☆
★
◇
★
★
☆
★
★
☆
★
★
★
☆
☆
◇
◇
◇
◇
☆
◇
★
★
★
◇
◇
◇
☆
★
◇
◇
◇
◇
★
☆
◇
◇
★
★
★
★
☆
☆
☆
☆
☆
★
☆
☆
◇
☆
☆
★
◇
★
★
★
☆
★
★
★
☆
★
☆
◇
☆
☆
☆
★
☆
☆
☆
★
☆
★
☆
☆
☆
☆
☆
◇
★
☆
☆
★
★
★
★
☆
☆
★
★
★
★
★
☆
★
★
◇
◇
☆
★
★
★
☆
☆
★
★
★
☆
☆
★
☆
★
☆
★
☆
☆
☆
★
★
◇
★
★
☆
◇
★
◇
★
☆
◇
◇
◇
☆
★
★
★
◇
◇
★
☆
☆
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
◇
★
◇
★
★
☆
★
★
★
☆

9503
0305
9302
0510
7804
0710
1305
9204
1212
1110
9407
1905
0611
2001
9104
9212
7910
8104
7510
7805
9311
7701
0006
1103
1810
6803
7408
8508
9412
1704
6009
8507
8410
8508
1609
9403
6012
7704
1512
1704
1812
1811
9306
9105
9203
9602
9503
1306
9808
9812
8409
9412
9605
1510
8809
0904
0105
1211
9705
1411
1304
0711
9312
1605
9601
8801
9504
9812
9909
0108
9107
9303
9801
1201
9903
1307
9904
9908
9209
9903
9704
8601
1305
9003
9505
0705
1107
1506
1805
9310
9503
1309
0405
1007
1012
1606
9909
0611
1306
8612
8710
9901
0102
0503
2005
9504
9011
1411
0208
0307
9710
9512
1310
9110
1511
9901
2007
9006
9011
9504
2009
0007
8708
0710
0702
9708
8410
2005
8909
2003
9505
8610
8805
8902
9503
1411
0603
1511
5408
8706
1001
9209
9706
1511
1910
9609
1309
1910
0509
1709
0108
1101
1406
1611
8310
1605
8910
1306
1406
9108
1810
1911
1810
9812

サントリーミュージアム
フォートワース現代美術館
大手前女子大学アートセンター
養老昆虫館
花山第３の住宅
日産先進技術開発センター
House H
阪神競馬場スタンド
山鹿市立山鹿小学校
代々木上原の家
学芸大学 YK HOUSE 
やま仙
さつき幼稚園
SLBH4
松谷邸増築
HOTEL Y 
小田原の住宅
武蔵新城の住宅
谷川さんの住宅
花山第３の住宅
平田邸
上原通りの住宅
城崎マリンワールド Sea Land
伊予市立翠小学校エコ改修
おしゃっち
飯綱湖スケートセンター
T 氏軽井沢山荘
乙女平の山荘
聖高原サレジオの家
東松島市宮野森小学校
桜ヶ丘カントリークラブ　
有田其泉工房
段々の家
西明石の家
西蔵
ムパタ・ロッジ
山の家
フォーレス菅平
東松山農産物直売所
海士町のキッチンスタジオ
えんつりー
えんつりー
LOGGIA
見晴台のある家
成城・路地の家Ⅰ・Ⅱ
千葉市花の美術館
大和の家
飯能図書館
クアラルンプール新国際空港
大阪芸術大学総合体育館
YOKOYO AUTO
出石町日でぼこホール
金山の火葬場
L× 4
house f
川上村立川上中学校
三ヶ日町立図書館
静岡市清水文化会館
花巻総合体育館
道の駅あいづ 湯川・会津坂下
有田市立そとはま保育所
沖縄県立博物館・美術館
ピジョンランド
二本松市立とうわこども園
山梨フルーツミュージアム
白水村営温泉センター
JR 磐城塙駅
下館市立図書館
奥津温泉
明治学院大学パレットゾーン
ベイサイドプレイス博多埠頭
ふるさとパレス
西武園競輪場
旭川駅
ガレリアかめおか
武雄市図書館改修
梼原町雲の上のプール
かわもと音戯館
城西大学　清光会館
ガレリアかめおか
悠邑ふるさと会館
実践女子大学校舎
ワテラス
相鉄文化会館
万国博記念公園　砂の広場休憩所
東京ミッドタウン
深圳湾体育センター
立命館大学
由布市インフォメーションセンター
雄武町日の出岬展望台
那須野が原ハーモニーホール
九州工業大学製図室
国営越後丘陵公園　花と緑の館
ポンピドー・センター・メス
韓国驪州のクラブハウス
KITTE 博多
奥津温泉
さつき幼稚園
明治大学黒川農場
弘前市社会福祉センター
FOREST
余呉やまなみセンター
白のアポロン
中部国際空港
高輪ゲートウェイ駅
河口湖円形ホール
EX・マシン
愛農高校森館小谷校舎
緒方町立緒方中学校
兎芳庵
出光軽井沢寮 千寿荘
中目黒の家
北本駅西口駅前広場
ATELIER S
仙台市泉岳自然ふれあい館
新潟市民芸術文化会館
WITH HARAJUKU
牟礼の集合住宅
井上誠昌堂　富山オフィス
名栗村体験交流センター
五平柱の住宅
花と緑の文化館
七尾の住宅
つむぎ商館
笹塚の集合住宅
入道浦研究所
YKK 50
3 本の路地の奥のシェア住居
新千里の家２
慶良間の家
名栗村体験交流センター
せせらぎ園
J.P. 真名荘
大宮高校１００年記念館
石橋町立石橋中学校
住田町役場
大館市樹海体育館
相馬 こどものみんなの家
村の保育所
龍神村民体育館
新潟駅南口駅舎接続施設
由布院美術館
鎌倉の家
仙台市泉岳自然ふれあい館
屋久島町庁舎
滋賀県立大学体育館
若鶴大正蔵
屋久島町庁舎
めぐみの子幼稚園
熊本県御船町仮設住宅
みんなの家
高松丸亀町商店街
美田園わかば幼稚園
埼玉工業大学
蓼科荘レーネサイドスタンレー
会津坂下町立坂下東幼稚園
丸栄陶業本社屋
守谷市立守谷小学校
美濃保育園 子育て支援棟
出石町立弘道小学校
YURURI ゆすはら
豊田市役所藤岡支所
丘の礼拝堂
東条湖の山荘

A

B

C

D

柱
形
態

No.
配
列
形
式

分
節
の
有
無

外
殻

年
代

分
岐
数

架
構
の
露
出

作品名年月
樹状柱の形態と

天井架構の露出の
有無によるパタン

A-1 ×,I,-,2, △ , ☆

◯ ,Lc, □ ,2, △ , ★

×,Lc,-,2, △ , ◇

◯ ,Lc, ■ ,2, △ , ★

A,×,I,-,2, △ , ☆

◯ ,P,-,4, △ , ★

×,Lc, ■ ,2, △ , ★

◯ ,P,-,15, △ , ★

A-2

B-1

B-2

C-1

C-2

D-1

D-2

92. フォートワース現代美術館

6. 谷川さんの住宅

139. 西蔵

27.HOUSE F

144. 由布市ツーリストインフォメーションセンター

157. 五平柱の住宅

149. やま仙

140. 埼玉工業大学ものつくり研究センター

註）表中の記号は以下に示す
I  
L
P
◯
×
△
▼

独立
線状
面状
露出有り
露出無し
分節無し
分節有り

■
□
ー
↑

◇
☆
★

全面接地
一部接地なし
接地なし
上部開口

-79 年（No.1-10）
80- 年（No.11-85）
00- 年（No.85-）

13

26

69

53

配
列

分
節

天
井

外
殻

年
代

表　樹状柱の形態と表出形式のパタン


